
□ ウルトラメモリ株式会社

□ 大井電気株式会社

□ 国立研究開発法人 産業技術総合研究所

□ 有限会社スペクトルデザイン

□ 国立大学法人 東京工業大学

□ 東芝機械株式会社

□ 中村留精密工業株式会社

□ 国立大学法人 名古屋大学

□ 株式会社ニコン

□ 株式会社ピーマック・ジャパン

□ 一般社団法人 ファインバブル産業会

□ フォトニックラティス株式会社

□ 株式会社 PEZY Computing

□ ThruChip Communications LLC

施設概要 / テクノロジーセンター棟（07棟）

KIF連携先企業例（順不同）

所在地 ：

竣 工 ：

仕 様 ：

スペース面積 ：

部屋数 ：

併設施設 ：

矢上キャンパスの東側、テニスコートの隣（南側）

2012年3月

地上3階建て、延べ床面積約1,900㎡
RC造・免震構造（重量実験室除く）

8.58坪～19.23坪

1F 重量実験室（5室）
2F 実験室（5室）
3F 実験室（3室）・研究室（4室）

慶應-神奈川県
ものづくり技術実証・評価センター（1F)

〔お問い合わせ〕 慶應義塾先端科学技術研究センター（KLL） 事務室
〒223-8522 神奈川県横浜市港北区日吉3-14-1
TEL. 045-566-1794（直通）  FAX. 045-566-1436  E-mail. staff@kll.keio.ac.jp

http://www.kll.keio.ac.jp/kif/ 2015.11.30



慶應義塾大学理工学部長
大学院理工学研究科委員長

青山 藤詞郎

慶應義塾大学 理工学部情報工学科教授
慶應義塾先端科学技術研究センター副所長
（研究プロジェクト委員会委員長）

山中 直明

慶應義塾大学理工学部は、2014年に創立75年を迎えました。
理工学部は、これまでに科学技術における教育ならびに研究拠点として、
その先導的な役割を果たしてまいりましたが、社会・産業界から大学への
期待度が増している現状を受け、更なる革新的な産官学連携を推進する
ために、理工学部創立75年記念事業の一つとして、2014年4月に「慶應義塾
イノベーションファウンダリー（KIF）」を開設いたしました。
KIFは、複数の産官学の知を結集させるコンソーシアム型の革新的産官学
連携研究の推進拠点として、産業界ならびに官界との密接な連携のもとに、
独創的で有望な技術の研究開発を行い、その成果を再び産業界に還元する
ことを目指します。
これと同時に、産業界との活発な協働の場を提供することによって、将来
の産業界におけるリーダーとなり得る優れた人材の育成・輩出に努めて
まいります。

ウォータリングホールとは、様々な専門性を持つ研究者や産業界の人々が
集まり、新たな試みや発想をあらゆる角度から討議し、発展させていく場です。
「産官学連携」とは、古い言葉のように思いますが、理想のやり方は、2035年
ぐらいの社会ビジョンを、文理、政策、経済、工学の分野を問わずに描き、
その社会実現に必須な技術を抽出し、数々のステップを踏み、ビジネス化
が早いものは「産」が、リスクと時間がかかるものは「学」が、それをコーディ
ネートするものは「官」が、それぞれ中心となって行う。すなわち、それらの
ビジョンを共有し、それを複数（コンソーシアム）のメンバーが出入りをして
行うのが、「産官学連携4.0」です。

｢オープンアーキテクチャが生む日本の未来｣

「ウォータリングホールとしてのKIF｣

日本経済は長いデフレから脱却し、リスクを恐れない新しいイノベーション
への挑戦が求められています。イノベーションの創出のためには、企業は
「オープンアーキテクチャ」を採用し、他企業・大学はもちろん、多方面から
自社に無い斬新なアイディアを取り込んでいく必要があるでしょう。大学は
というと、「アプリケーション」を強く意識しながら、新しい技術・アイディアを
提供していくことが求められます。そして研究者や学生は、「技術」と「経済
システムやビジネス」のギャップを埋められるよう、社会や経済に見識を
広げていくことが不可欠です。
社会が求めているのはまさにそういった「技術とビジネスのマッチング」が
出来る、未来のCTOとなり得る人材なのです。慶應義塾でしか出来ないオー
プンプラットフォームを、KIFが旗振り役となって生み出していって下さい。

サントリーホールディングス株式会社
代表取締役社長

新浪 剛史 氏

経済再生担当大臣
社会保障・税一体改革担当大臣 
内閣府特命担当大臣（経済財政政策）

甘利 明 氏

1981年 慶應義塾大学経済学部卒業後、三菱商事に入社。
ハーバード大学経営大学院でMBA取得。
元 ローソン株式会社 代表取締役社長兼CEO

経済再生を実現する上での一つの鍵は、「日本を世界でもっともイノベー
ティブな国にする」ことです。
私は経済再生担当大臣として、大学等の基礎研究と企業の実用化研究を
最短距離で結び、新しい日本の『稼ぐ力』につなげていくために、イノベー
ション・ナショナルシステムの再構築に取り組んでいます。その取組の柱の
一つとして進めているのが、革新的な技術開発の役割を担うことが期待
される大学の進化です。
これからの大学には真理の追究や優れた人材の輩出はもとより、自らの
強みを活かして積極的に産業界と連携し、社会のニーズを踏まえてさらなる
先端研究に取り組み、そして、その成果を社会実装につなげるという、イノ
ベーション創出の役割がますます求められるようになります。
慶應義塾イノベーションファウンダリー（KIF）が知とビジネスの出会いの場
として日本の新たな活力につながることを期待いたします。
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研究プロジェクト名

研究代表者 システムデザイン工学科 准教授  柿沼 康弘

研究分担者 電子工学科 准教授  田邉 孝純

次世代光学素子のためのナノスケール機械加工技術の開発

本プロジェクトでは、超精密加工メーカと連携して、光学素子の超精密加工技術に関する研究に取り組む。将来の光
技術のキーパーツである微小光共振器は、光速で移動する光を一定時間、一定の場所に閉じ込めることができる素子
である。高性能な微小光共振器を実現できる材料として単結晶蛍石（CaF2）が注目されているが、結晶異方性により
化学的除去プロセスであるMEMS技術の利用が難しい。そのため、機械的除去プロセスである超精密加工に期待が
寄せられている。そこで、本研究プロジェクトでは、CaF2のナノスケール切削特性を明らかにし、高性能なCaF2
微小光共振器を開発することを目指す。

Ultra-precision aspheric
machine tool （TOSHIBA MACHINE）

研究プロジェクト名

研究代表者 応用化学科 教授  寺坂 宏一

機械工学科 教授  杉浦 壽彦
応用化学科 専任講師  藤岡 沙都子 / 機械工学科 専任講師  安藤 景太

研究分担者

ファインバブル基盤技術開発に関する研究

ファインバブルの製造/応用技術は日本発の革新的技術であり、その利用範囲も洗浄分野、医療分野、農業分野、
インフラ分野等非常に広範にわたる技術である。ファインバブル技術関連産業は、供給側では、製造装置や計測器
メーカなどが関係し、需要側でも、土木、医療、薬品、化粧品、食品、農林水産関連まで多くの産業が関係する分野横断的
特徴を有している。一方、産業発展の背景となるファインバブル技術開発の現状をみると、企業、大学、諸研究機関で
各々独自に研究開発が行われており、基盤技術データの不足、それらの共有化・規格化、学術的検証の遅れなどが、
産業化の進展を阻害している。そこで、ファインバブルの基礎/基盤技術に関する研究開発を総合的に実施し、ファイン
バブルの産業創生ひいては成長分野でのイノベーションの促進が期待されている。慶應義塾大学ではファインバブルに
関する産業創生や発展を総合的に支援する基盤研究課題に取り組む。 各種ファインバブル発生装置

研究プロジェクト名

研究代表者 システムデザイン工学科 准教授  須藤 亮

研究分担者 システムデザイン工学科 准教授  田口 良広

ライフサイエンス研究に役立つマイクロ熱流体デバイスの開発

本プロジェクトでは、生体工学・BioMEMSの立場から開発してきた三次元臓器再生のためのマイクロ流体デバイスに、
熱工学・OpticalMEMSに基づく検出系を融合させることで、ライフサイエンス研究に役立つマイクロ熱流体デバイス
の開発に取り組んでいる。特に、組織再生のプロセスをモニタリングするだけでなく、再生した多細胞組織の機能を
非接触で評価することを可能とする高機能化デバイスの開発に取り組む。さらに、産業と連携することによって、マイクロ
ポンプやハイスループット化の技術をマイクロ熱流体デバイスに利用することで、基盤研究の産業化を目指す。

研究プロジェクト名

研究代表者 情報工学科 教授  山中 直明

研究分担者 システムデザイン工学科 教授  西 宏章

慶應義塾スマートネットワーク研究センター

今後の、持続可能な日本社会を考える上で最重要となるエネルギー問題に対して、ICT技術を応用したエネルギー
制御・ネットワーク技術に関する次世代のネットワークプラットフォーム研究の慶應義塾大学の連携拠点形成を目指す。
具体的には、慶應義塾の複数の情報通信ネットワーク・エネルギー関連の研究を連携し、複数の企業がコンソーシアム
として参画する研究センターを作る。本研究センターでは、次世代のスマートネットワークの制御技術及びアルゴリズム
の研究開発を行う。早期から社会及び企業のニーズを意識して、連携結果は、研究に限定されず、大学での研究成果を
実社会に対してスピード感をもって提供していくことを目的とする。

新しいM2MプラットフォームによるEVNO
（Energy virtual network operator）
実験システム

研究プロジェクト名

研究代表者 システムデザイン工学科 教授  青山 英樹

研究分担者 システムデザイン工学科 准教授  柿沼 康弘

マルチタレット型複合加工機（ターニング・ミーリング）による
複雑形状の簡易・確実・高精度な知的加工システムの研究開発

【研究開発の内容】
マルチタレット型複合加工機により複雑形状を簡易な操作で確実に高精度に加工するための知的加工システムの
研究開発を実施する。同システムは、(a)プロセスプランニング・NCプログラム生成システム、(b)切削工具干渉チェック・
干渉回避システム、(c)高精度・高速加工のための知能化システムより構築される。

【研究開発の目標】
平成28年度までに上記(a)～(c)の要素技術を開発し、平成30年度までにプロトタイプの製作とフィージビリティスタディ
を実施する。

【産学連携と特徴】
本事業は、慶應義塾大学、名古屋大学、東京工業大学、中村留精密工業(株)、(株)ニコン、(株)ピーマック・ジャパンの
産学連携により実施する。 マルチタレット複合加工機

2014年、理工学部創立75年記念事業プログラムの一つとして
慶應義塾イノベーションファウンダリー（Keio Innovation Foundry: KIF）が設立されました。
KIFでは、真にイノベーションを創出する「革新的な産学連携拠点」として、従来型の単発の共同研究にとどまらず、
様々な分野の研究プロジェクトが立ち上がり、研究活動が進められています。

【 K I F の目的】
□ 研究成果の産業界への還元
     産業界との密接な連携の下、独創的で有望な技術の研究開発を行い、
     この成果を再び産業界に還元する基盤を整備することを目的としています。

□ 協働を通じての人材育成
     理工学部・理工学研究科において産業界との人材交流を含む緻密な協働を可能にするコンソーシアムを形成し、
     この協働を通じて、それを体現する人材育成を行うことを目的としています。

慶應義塾イノベーションファウンダリーを象徴する革新的産学連携研究プロジェクトとして、
以下のようなフレームワークで、実用化の出口を見据えた高度で革新的な共同研究を推進するプロジェクトが採択されています。

□複数の研究室が連携する産学複合研究で大規模なプロジェクト
□研究のホットトピックス（5年間目途）を設けて、研究グループを組織し、緩やかな連携の中で、
 　大型研究資金の獲得を中長期的に実現していくための研究プロジェクト

テクノロジーセンター棟（07棟）を中心に拠点を構える革新的産学連携研究プロジェクトをご紹介します。

慶應義塾イノベーションファウンダリー

革新的産学連携研究プロジェクト



本プロジェクトでは、二酸化炭素の削減要求への対応や自動車産業の競争力向上に貢献するために、現行では最大
39%程度であるガソリンエンジンの熱効率を50％にまで向上させる革新的燃焼技術の創出と検証を行うことを目的
としている。研究対象としては、熱効率の飛躍的な向上が期待されている過給リーンバーンエンジン実現のための
燃焼限界の拡大とノッキング回避に関わる燃焼技術、および熱効率低下の主要因である冷却損失低減のための
技術開発について重点的に取り組む。また、燃焼現象の詳細メカニズムの解明に加えてモデル構築を行うことで、
開発に際しての効率向上やコスト削減等の観点からも自動車産業の競争力強化に貢献することを目指す。

研究代表者

研究分担者

電子工学科 教授  黒田 忠広

情報工学科 教授  天野 英晴

本プロジェクトは、慶應義塾で発明され開発された誘導結合チップ間通信技術 ThruChip Interface (TCI)を用いて、
スーパーコンピュータランキング「Top500」上位に入る世界最高レベルの演算性能を備えかつ省エネルギー性能
ランキング「Green500」の第1位となる世界最高効率のコンピュータを実現して、産業の発展に寄与するとともに、
科学技術の進歩に資することを目的とする。企業と連携することでTCIの実用普及を促進し、TCIを備え10倍以上
高速な転送速度を実現するDRAMチップを研究開発する。さらに、複数の研究機関との研究連携を活かして様々な
分野での最先端技術を取り入れ、複合型産学連携の推進を目指す。

研究プロジェクト名

研究代表者

研究分担者

物理学科 准教授  渡邉 紳一

物理学科 教授  佐々田 博之

可搬式テラヘルツ・ポーラリメータの開発と産業応用展開

テラヘルツ偏光センシング技術は、これまでの可視光センシングでは実現できなかったプラスチック内部のひずみ
計測などへの産業応用が期待されている。本研究プロジェクトは、研究代表者が発明し特許出願を行った「高速・
高精度テラヘルツ偏光計測技術」を活用して、企業と連携しファイバーレーザーをベースとした可搬式小型計測
装置を実現することを目標とする。各種応用例の提示、動作原理の数学的検証など様々な開発課題を一つずつ
解決し、産業界にとって真に有用なセンシング技術を確立することを目指す。

誘導結合チップ間通信技術
ThruChip Interface (TCI) 

開発中の画像認識モジュールによる
認識結果例

研究プロジェクト名

研究代表者

研究分担者

電子工学科 教授  津田 裕之

情報工学科 教授  山中 直明

大容量光通信デバイス用光インタフェース技術に関する研究

研究プロジェクト名

研究代表者 システムデザイン工学科 教授  大西 公平

力触覚技術による医工融合基盤の革新

光ネットワークノードにおける波長選択光スイッチやディジタルコヒーレント送受信器
において、偏光依存性を低減することが必須であり、偏波ダイバーシティ技術が利用
されている。しかしながら、従来の偏波ダイバーシティ装置はバルク部品で構成
されるため大型であることが問題であった。本研究では、基板面内で自由にかつ
偏光毎に異なる位相差を持たせることが出来るフォトニック結晶位相板を用いて、
石英光導波路に組み込んだ集積型偏波ダイバーシティ光インタフェース回路の
設計・試作を行い、各種光回路のインタフェースとしての有用性を確認する。

研究代表者 物理情報工学科 教授  小池 康博

2020年実用放送を目指す高精細8K映像は放送業界に留まらず、医療分野にもさまざまな効果が期待されている。
本連携プロジェクトでは、内閣府「最先端研究開発支援（FIRST）プログラム」で得られた数々の成果を社会に
還元するため、フォトニクス分野におけるポリマーの可能性をそのファンダメンタルズにまで遡って究明し、さらなる
新しい機能の発現を目指している。様々な企業群と連携しながら、我々が開発した低雑音性、簡単接続性を有する
世界最速GI型プラスチック光ファイバー、そして、従来の液晶では達成できないリアルなカラーを実現する高精細
ディスプレイにより、4K/8K時代を先導する“真のリアルカラー8K映像システム”を構築する。
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本研究では知識推論、音声対話理解、コンピュータビジョン、センシングなどに関連するソフトウェアモジュールを
組み替えるだけで、人と協働して問題解決をはかる人工知能（AI）や知能ロボットを実現するための多様な知能
アプリケーションを構築できるプラットフォームPRINTEPS（PRactical INTEligence aPplicationS）を開発する。
PRINTEPSを用いることにより、教室全体の児童の学習状況を把握できるクラスルームAI、客や混雑具合に応じて
臨機応変に対応する喫茶店業務を代行する人型ロボット、大規模展示会で参加者の興味に応じてブース立寄り
計画を教示できるガイダンスAI、工場内で作業者と協調して製品組立に協力する双腕ロボットなど、様々なサービス
AIを開発していく予定である。
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PRINTEPSの開発と社会実践

誘導結合を用いたチップ間無線通信による
世界最高性能コンピュータの創出
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本プロジェクトでは、動的な状況変化に対応可能な高度な知識・知能を持ったロボットを実現するための画像認識
技術に関する研究開発を行っている。動的世界では、状況依存性が考慮されながら、人とシステムの相互作用を
通して、古い知識が新しい知識に変換・発見される「実践知形成」を実現する必要がある。
この実践知形成の実現のために、動的世界の状況を瞬時に画像からセンシング・認識するための研究として、
実環境に分散配置されたカメラやロボットに取り付けられたカメラ等から入力される複数・単数の動画像列から、
そこに撮影される様々な物体や人間を検出したり、それらの3次元形状や特徴量をセンシングしたり、さらに名称・
性質・カテゴリ・機能等、実践知形成に必要な情報を認識する研究を実施する。

実世界ハプティクスは従来のメカトロニクスや産業ロボット技術では実現できない柔らかい動作を可能にするばかり
でなく、人間動作を人工実現する新しいシーズ技術である。本プロジェクトは前述のハプティクス技術をまず医工
融合基盤の上に展開し、それを基に様々な応用分野に展開しようとする野心的な目的を有している。この夢のある
新技術を今後の社会の持続的な発展に結び付けるため、 産官学の連携を進めたいと努力している。
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